
 

  たんぽぽ   
幌別小学校ことばの教室                  令和５年６月３０日 №４ 

 

 ６月は各校で運動会の取組が続きました。運動会を終えた学校の子どもたちからはその楽しさと達

成感を、これから行われる学校の子どもたちからは練習でのがんばりと当日への期待を話してもらい、

それぞれの思いを伝えようとする姿に成長を感じることができました。７月に入ります。夏休みに向

けて、暑さに負けず子どもたちがさらに力を伸ばしていけるよう支援します。 

                    

保護者面談について（小学部）      新しいお友だちが通級します。よろしくお願いします。 

７月３日（月）～７月２１日（金）   幼児部：年長の女子２人、年少の男子１人、未満児の女子 1人 

面談日：担当者とご相談ください。   小学部： 1年生の男子 1人、2年生の男子 1人 

                    

夏期休業中の指導日について 

幼児部                     小学部 

・通常通り指導を行います。            ・１学期指導終了日・・７月２１日（金） 

・学校閉庁日のため８月１０日（木）        ・２学期指導開始日・・８月２１日（月） 

 ～８月１５日（火）はお休みです。 ※小学部の指導の夏季休業期間への振替については個別にご相談します。 

  

  

 

 

 

 

   

 

  

                     ありがとうございました！ 

                           絵本・辞典・文具・玩具などたくさんの寄贈を 

                     ありがとうございました。大切に使わせていただきます。 

                   

 

          

 

 

 

 

                    写真以外にもいただいています。後日ご紹介します。 

                      

１２日（水）１３日（木） 

幌別小学校参観日(13:00～) 

１７日（月）祝日：海の日 

２１日（金）小学部指導終了日 

２５日（火）幌別小学校１学期終業式 

行事予定  ８月 

１０日（木）～１５日（火） 

学校閉庁日 

１８日（金）幌別小学校２学期始業式 

２１日（月）小学部指導開始日 

２４日（木）教育相談 

   

 

就学指導説明会のお知らせ 

年長児の保護者の皆様へ 

教育委員会の方から就学についての説明会が行われます。 

・日時：令和５年７月１１日（火）１０：００～１２：００ 

・場所：市民会館２Ｆ視聴覚室 

・出欠など、詳しくは担当者と確認してください。 
行事予定  ７月 

 ７月１２日（水）と７月１３日（木）は、幌別小

学校の参観日です。ことばの教室専用駐車スペース

は使えますが、午後は車の出入りが多くなりますの

で、気を付けておいでください。 

 

ご利用ください。 



心に残ることば 

 

「私たち人間は、いわば二度生まれる。一度は存在するために。もう一度は生きるために」 

                            

                          ジャン・ジャック・ルソー著『エミール』より 

 

 

ルソーは１８世紀の思想家で、中学校や高等学校の社会科の教科書では、人権思想や民主主義思想を説いた思想家と

して登場する人物です。彼には多彩な面があり、誰もが知っている「むすんでひらいて」のメロディーを作った作曲家

でもあり、当時ベストセラーとなった小説の作者でもあります。私が「エミール」を読んだのは、２０歳のころ、教育

学の授業の課題図書としてでした。 

 「エミール」はルソー本人を投影した教師が、エミールという名の少年への教育を語りながら、彼の思う理想の教育

を説いていくものでした。詳細は省きますが、「自己愛と自尊心は違う」「最も有能な教師よりも、分別ある普通の父親

こそが子どもを最も立派に教育できる」など印象的な言葉がちりばめられています。現実のルソー自身は、実子を手放

して父親として何もできなかったことを晩年悔いていましたが、著書の中で、それまでは「小さな大人」として不完全

な存在とされていた「子ども」を大人とは違う大切に守られ、育てられるべき独立した存在として位置づけました。 

 学び始めの学生の頃の私には、「もう一度は生きるために」という言葉は自分のこととして強い印象を残しました。

年を経て子どもたちを支援する立場になりましたが、最近は初心に帰る意味で、若いころ読んだ本を懐かしく読み返し

ています。それぞれのお子さんが自分を大切にし、成長する中で自分らしく生きるための選択をするために、力をつけ

るお手伝いが少しでもできるよう、今の自分なりに努めていきます。                  （氏家） 

                     

                                

 

  


